























































An image of human beings as ‘human beings’ making a ‘contribution’
―with regard to the world of Fujisawa Shuhei’s works―







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































幸津2002; 2004; 2006; 2009参照。藤沢周平
研究の文献については同上拙著の文献目録
参照。藤沢の作品世界の多様性については
志村編2007参照。
註 8 この「人情」についての藤沢の捉え方を
めぐって幸津 2002: 95-96で述べた。
註 9 ここでの「武士の一分」については幸津
2009: 33-34で触れた。
文献目録
＜考察の対象とする文献＞
藤沢周平1982『時雨のあと』新潮文庫（「果し合
い」181-215）
同1985『驟り雨』新潮文庫（「贈り物」7 -41；
「うしろ姿」43-78；「驟り雨」101-122）
同1986『暁のひかり』文春文庫（「馬五郎焼身」
53-95）
同1987a『霜の朝』新潮文庫（「報復」7-28；「虹
の空」150-178）
同1987b『龍を見た男』新潮文庫（「切腹」205-
306）
同1991『蝉しぐれ』文春文庫
同1993『天保悪党伝』角川文庫（「悪党の秋」245-
295）
同1996『周平独言　改版』中公文庫（「時代小説
の可能性」178-183）
＜関連する文献＞
滝久雄2001『貢献する気持ち　ホモ・コントリ
ビューエンス』紀伊国屋書店
＜古典＞
『孟子（上）（下）』小林勝人訳注、岩波文庫1968,
1972
＜研究文献＞
朝日新聞2011.10. 16記事「警戒区域　空き巣30
倍」
同2011.10.21記事「地域スポーツノート　独立
リーグ考　4」
『岩波漢語辞典』岩波書店1987（＝漢語辞典）
『新選漢和辞典　新版』小学館1974（＝漢和辞典）
『広辞苑』第五版、岩波書店1998
幸津國生2002『時代小説の人間像―藤沢周平とと
もに歩く―』花伝社
同2004『『たそがれ清兵衛』の人間像―藤沢周
平・山田洋次の作品世界―』花伝社
同2006『『隠し剣　鬼の爪』の人間像―藤沢周
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平・山田洋次の作品世界2―』花伝社
同2007『一般人にとっての『般若心経』―変化す
る世界と空の立場―』花伝社
同2009『『武士の一分』・イチローの人間像―藤
沢周平・山田洋次の作品世界3＋「サムラ
イ野球」―』花伝社
同2011『『宮廷女官　チャングムの誓い』の人間
像―人間としての女性と歴史―』花伝社
志村有広編2007『藤沢周平事典』勉誠出版
＊ 本稿は、拙稿「藤沢周平の作品世界におけ
る＜貢献＞する態度の描写」（加藤尚武/関根清
三編2011『「貢献する気持ち」共同研究』ホモ
コントリビューエンス研究所　所収）の増補改
訂版である。同拙稿執筆の機会を与えてくだ
さった両編者ならびに同研究所に感謝を申し上
げる次第である。
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＜貢献＞する＜人間＞という人間像
